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現代ペルシア語の謙譲語「b．nd．1）：。舳→私奴　小生」

　　　　　　　　　　　　の語根をめぐって

～奴隷・召使から単数一人称の謙譲語への変化～

Aza印af早nd，Sohrab

1．はじめに

偶然にも語学好きであったイギリス人法律家・文献学者ジョー一ンズ（W土11ia㎜Jone昌）が

1786年に初めてサンスクリット語・ギリシア語・ラテン語などの闇に密接な関係があるこ

とに気付き，これらの言語は恐らくもはや存径しない共通の祖語（proto・1anguage佃趾ent

三angu日go）から派生しただろうと指摘した。後に二の発言は比較言語学・比較文法

（comp虹ativehngui日tics）という形で言語学の出発点となったという話は言語学の世界で

1衛名である（風閥1978115－22）。　その後の様々な比較言語学の研究のなかで，インド・ヨ

ーロッパ語族（以下，印欧語族）には数多くの共通の語彙・文法構造が存在することが次々

と証明されてきた。このような共通一叙は印欧語族の祖語と思われる言語からの派生に従っ

て次第にその共通性が薄れ，移住・征服など様々な原因で長い牛刀の閥に音韻・文法・意

味などに変化・ギャップが生じたと考えられ葎（家村田19751互86・216）。望〕そして今後もま

た同様な要因あるいは他言語語族との接触で，印欧語族の個々の言語それぞれが変化し，

音韻・文法・意味などの観点からそのギャップがより大きくなっていくと言っても過言で

はない。

　本論ではそのような変化の典型約な例の一つとして，印欧語族のほとんどの言語では．

縄・足椀・紐という意味で用いられ．印欧語族としての現代ペルシア語でも、そのような

意味を保ちつつ，rbande：私奴；小生」という形で新たなニュアンスが加えられた語彙

rba皿d」が辿ってきた運命に関して．中心的に言及したい．この極めて印欧語族的な語藁

は謙譲語にニュアンスを変更した後に現代ペルシア語を経由し．やがて同様な印欧語族の

ヒンディー語・ウルドゥー語及ぴ他言語語族のアルタイ諸語のチュルク語派にまで単数一

人称の謙譲語などの意映で用いられるようになるという非常に長い歴史を有する語彙であ

る。

2、インド・イラン語派

　印欧語族には12語派に及ぶ語派が属しており，語派によりまた，それぞれ多くの言語

から成っていると考えられる。印欧語族の主要な語派のひとつは、インドーイラン語派

（Indo－Irani舳）と呼ばれ．それはまた基本的に以下の3つの語派に分けられる。3〕
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表1．インド・イラン語派

（一 王．インド語派｛Indio）
冒

oo
一H
葭

2．ヌ』一リスターン語（Nふi昌t豆ni→かつてのK婁firi〕
目
H・
由

自

） 3．イラン語派（Irani邊n〕

3．イラン系諸言語とペルシア語

　本論の話題に入る前にまず，いわゆるイラン語派とそのなかのペルシア語の位置づけに

関して簡潔にまとめる必要がま）ちう。現在のイランの共通語は現代ペルシア語と呼ばれる

言語である。現代ペルシア語をアラビア文字で表記することや，その使用地域が中東であ

ることから．ペルシア語といわゆるセム語測Se皿itic）のアラビア語が非常に似ているとい

う誤角華が一般人の間には多い。しかし，前埣のようにペルシア語は，印欧語族のインド・

イラン語派に属しており，アラビア語からの数多くの語彙・アラビア語表記が借用されて

いるものの，アラ合ア語とは本質的に異なる言語である。例えていうと，日本語には数多

くの漢語が借用されており，中国語と漢字という共通の表記を用いるが，中国語とは，語

族も異なるし，言語自体も通じることはないのと同じである。

　さて，ペルシア語を含むイラン語派は歴史的に三つの古期・中期・新潮，そして地理的

に西部方言と東都方言の二つに分けられる。この二つの観点からイラン語派を分類すれば、

以下のような表にまとめることができる。（表2はYarsbater（1957：9・25），上岡

（1989：669・689），Windsurf（2005）に基づき，筆者が作成したものである。）
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表2．イラン系諸語

古
西部方一言 ⑱1書1；糠桑松ジ1家。．議．（6五一a鮎全；i三皿）②メデイア語（Medi肥〕

■一　■I．■一一一■1　」　　　」止 一川1…⊥］’山1u止…」止一一■止■■I1■■I■1■1■1■1■1I1■■一■■一1一一一一一一■■一I－0■…一一I■…I0－I■一I－I一■I』■…1I皿I【』1止』⊥L1＾」」【一■■一止■III■一11■一■一一1－1一一1一■■■一一I…■一IユuI－I■…一［」I…1…

期
東部一方言 ①アヴェスター語｛Aw昌t且皿）②．スキタイ語くSoythi舳）

西部方言 ⑱。鱒。．機一一袖珍一。＝濠沃一議一一三多く・琴一．一茅卿・一ア・翻繍丑i芭拓。舳i舳1Pぬ紬

②パルティア語（P誠hi日n）
中 1　II」　止u　一　」一一一■一　一　一一　一一■　一一　一一 ］一L一止■一」L一一L一川I一一一■’■’■■一■■’■■’1■■■■1■II一一一一1一一■一一一11I一一■一一一I－1一一1I一一一一I－II－0I皿■L」1一」■止」■一一■I■■1■I■■■■I■．1■1■1一一■一一〇一一一■■一■一一■II■I－I一一I止一…山u一』I■■

期 東部方書I ①ソグド語（S。宮di刮皿〕②ホLタン・コータン語（kh．t目n眠〕／サカ語（S日k且）③

バクトリア語（B30t．i纈n〕⑥ホラズム（Khw肛。zmi舳〕

鱈壌1総幾．幸妻1濠1孫譲鰹節≡≡軸轟葦麺癒尋1正鋤②タージーク語（丁目jik）③ダリ」語｛D刮。i）

③カーブル語（K壷buli）④中＝夫方言群（Co口t岨1d1目1。。t昌）⇒くキャブ’リー語｛G3b．i）・

（一

g

ヤズド語｛Ya痂〕，ゲルマン語（K・・m百ni）．シーヴアンド語（SiΨ且ndi）など））⑥セ

印昌 ムナーン語（Semn邑皿i）⑥カスピ海南岸方言（C朋p士a口di目1oot昌〕⇒（マ」ザンダラー
言’

巳
ン語（M壷。乱皿d帥互ni）、ギーラーン語（Gi1纈ki〕）⑦タ」レシュ語（丁百1e畠hi）⑧タート語

西部方’言I ｛丁壷ti）⑨ファールス方言群（F壷。昌di目1㏄t昌）⑩ラーレスターン語（L百。。。止重皿i）⑪クム

ザ」ル語｛Kum。舳〕⑫ロル語／ルル語1L。。i〕〕⑬クルド語（Ku正dis五）⑩クーラ」二

新

期
一語（Gi。壷ni〕⑮ザ］ザー語｛Z曇。量）⑮バルー一チー語（B目脆。hi〕⑰バ］シュキルド語

（腕shkhむ）
u一　一I■　　　I　I■　II　－II1　■　　　I　I　　　1■I　■1 1■I■I■■■一一I■■■1■1■I■I．I■1■■■■1■1■■■■一一一一一一一一■0一一皿一I皿一L1止」」］I一一＾■一」’一一■■I■■I■■■1－1■一1一■一一一I■一一0－0－1－0一■一一ユ0I…I…■…一0山I0■01…一一1－u’止■＿一1■I■II■＿一1■一

①オセット語（0昌舶ti。）②ヤグヌービー語｛Y且g㎞6bi〕③パミール’諸語（P目mi正

di且Ieot日）⇒（シュグナン語群（Shuglmi〕．ヤ］ズクラーミー講｛Y肋匿u1壷㎜i），ワヒ

東部方言 一語（W刮khi），サリコーリー語くS肛iq5ri），イジュカーシミー書吾（瓦昌k昼昌mi），サ

ングリ］チ］（Sang肺），ゼバキーZeb目ki），モンジー（M㎝ji）など〕④パラーチ

一語（P日正亘。hi〕⑤オールムリー語（O．m皿。i）⑥パシュトー語（P蝸htδ〕⑦イロン語

（h㎝〕⑧デイゴル語（Di呂。・）

　上述の表からも明らかなように、数多くのイラン系諸音語のなかではrペルシア語撚藻

欝慈蘇蔭濠毒1」という名の言語は，このほぼ三千年の間に三つの①古代ペルシア語②中世ペ

ルシア語（バフラヴィー語とも）そして③近憧／現代ペルシア語に発展してきた。現代ペ

ルシア語は中世ペルシア語から多大な影響を受けており，その後継者であると言っても過

言ではないが，古代ペルシア語とはわずかな語彙レベルでの共通点を除げば，ことに文法

構・造など完全に変1ヒしてきており，もはや異なる」言語同士になっているのである。

　いずれにせよ．ペルシア語という名の言語は様々な文法構造・・畜鐙的な変化を経て，数

多くのアラビア語語糞を借用している現在もなお、印欧語族的な特徴を多く・保持している。
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4．印欧語族における『band」

　現代ペルシア詰の口語・文章語では，私奴・小生，（神σ）〕奴隷という意味のbandeの使

用頻度が非常に高い。この語糞のメイン部分であるb誼ndは極めて印欧語族約な性格を有

すると考えられる。現代ペルシア語で一謙譲語として頻繁な使用を誇るこの諮繋は．

「b舳d〔掬、縄，紐）十関連を表す接尾辞e（h）∴・二、十。」から構成されている。以下にこ

の語彙・のメイン部分b目nd（⊥二｛）に焦一転を絞り，詳しく述べることにする。

　事実，この語’桑は同様な意味で他の多くの印欧語族にもみかける共通の語彙である。次

の表3に挙げる章11欧語族の個々の蕾語のすべてでは，banaにあたる語彙は例外なく①名

詞として．縄・紐・ベルト・棚・絆・団結・党・バンドなどあるいは，②動詞として縛る・

結ぶ・締めるなどそのような意味と何らかの関係を示したり，または③足棚がかけられた

ことから複語譜藁として，質．人．二度目＿ム∴姐鎧の意味を表したりすることに注目したい。

現代ペルシア語においても，この語彙は時代の流れと共に個々の印欧語族の筈語とすべて

の共通の意I味を保ちつつ，質人・使用人・奴隷の意味から謙譲のニュアンスを新たにもつ

ように至ったと・考えられる。表3では印欧語族で現代ペルシア語のb目ndと同様な語源が

あるとみられる」実例を並べてみた。以下の表に記述した内容が個々の言語の適切な辞典あ

るいは．英語の語彙索弓1に非常に便利であり，Rコ欧語族の辞典を巻末につけられ・た英英辞

典So皿kh盆皿。v（19921工43，144，215．2097）に基づいたものである。（表3では、それぞれの

古期・中期・薪期言語がアルブァベッ．ト順に並．べられているのみであり，他に特に何かを指す

わけではない。）

表3．印欧語族における「band」

］L＿」L＿二」 に注意〕

鱗織董1合

o0Id　I正目ni邊n）

band邊・ band・ （Bah岨mi199011014）

Germanic bund・’b3nd・ binda皿∫bintan （Watkins1992：2097）

OId　Enghsh bend bindan∫bendan hosb5nda（h11日b舳d）（Watkins1992＝2097）

Old　F正enoh bende （Watkins　i992：2097）

Oid　G正eok なし なし なし

Old　Latin なし なし なし。

Old　Nor昌e band・ hosb5ndi｛hllsband）（W里tkin畠工99212097）

眺＝晦日i納 bandaka・ （Dehkhoda19571318）
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S日n畠krit bandh的／ bandh b日ddha（鎖のついた：結ばれた；捕まえられた）、

b日ndh目k日吐　　　　　　　　I

と；捕縛〕、b3n舳u卑（関係：親戚），bllτty帥（召使い；

奴隷）（中島1999＝262，263，265，277〕

Gothic bandi bindan∫ga－bindan bandi（縛るもの（紐、縄、鎖、枷など〕；束縛；監

禁：囚われの身）、b且ndja｛囚人〕（千種1997：93－4）

Mid棚巳Engh昌h bδ皿d／b壷nd bindon bond自書。｛1］且ηd目雪。など）、　hous－1〕ond（hu3b邑Ildな

ど）、　b5ndeShip（もO皿a目gO1畠趾VitudOなど）、
中

期 bδ1］deIw5mm帥（且f目㎜草1β舶■for昌帥畑nt）など多

一一

鼬

語
い。（Hans1963：1039’44）

滋鋤負＝1獲饒繊1 band band一∫b肥t3n bandag（使用人；召使）（MacKenzie1971117）

蟻＝萎鰯1諭． bnd bnd一∫bnyξn bnbyd（看守）、bndg（召使：奴隷）、bndy畠t‘n（刑務

所〕、bn冨（召使；奴隷）、bndgyft（隷属の境遇）など。

（B．y㏄1977127）

Dutoh band binden b廿nde1（包み；荷物：東〕、binde’verl〕31ユdく包帯）、

bund（結びつき：結束；同盟）、bOrde｛．重い荷物；

重荷）、bundes（連邦）などI一多い。

（国松1985：226・227，419）

En宮1i冨h band’bond （to）bina bundle（包み）、ribbon（リポン）、b3ndago（包帯；

絆）、1〕Ond富man’WOman（奴隷；使用人〕、bOnd

畠e正v3nt（奴隷〕、　bond　maid（未婚の女奴一隷）、

binding（製本のとじ糸）、昌wety　bondく保証書）な

ど。（Soukbanov1992）

新 Fronch bande Lier bandage（包帯をすること）、bando舳（細い布；鉢

期
一一
齧ﾚ

band趾（包帯する） 巻〕、b目nder（㌔に対して団結する・結束する）、

語 enbande（一団となって：隊を組んで）など。

（伊吹19811234・235）

Modern　Greok なし なし なし

Hindi（Sindhi） band b日前dhuヨi bande（下僕　信奉者　奴隷〕　もandegi（奴隷　臣下

などとして服従すること；祈祷〕、跳

息」J姐）b呂ndT焔ne｛刑務所；牢獄）、b日nahini（女

奴奈喪；奴寿素），baぷdhv百i（’置；監書套ヨ犬克景）、

ba㎡dhu重（捕虜：奴隷）（古賀20051909・910）

Itahan b日nd日 att目C03re b日nd舳u（小さな紐）、bandista（奴隷；使用人）、

王eg目re b目nd弓｛義勇軍：ゲリラ隊）・・b自ndoIo（かせ糸の糸
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Strin百帥e 口；端緒）、bandinさna（ローラ式タオル）など多い。」

bendare（包帯する） （池田廉1983：169－70）

」≡＝藁総繍 band b日畠t日n b日畠te（包み）、b邊ndb百z（綱渡り芸人；軽業師）、b3nd

（F吾rs＝） 刮nd百xtan（顔・．手足のうぶ毛を糸で抜くご

と）1〕anaeg王（奴隷の身分）　bande（奴隷　F僕〕

b日ndoz宮de（一思．壷・・わが子〕、bandI（捕虜．；囚人）、

夏b．b目nd（ダム）など多い。　（黒柳20021233）

Swedish band bind日 bunt｛包み）、b舳d目ge（包帯〕、bandhund（鎖；

ひもにつながれた番犬）、bande正。l｛帯封；帯紙）な

ど。（尾崎1990：28〕

Por士ugue昌e b日nd日 at趾∫apertar傭ぶ〕 1コa皿do（群れ；一党派；一一隊）、bらndo1a（弾薬帯）、

am趾mr（紐・縄でくく b日ndur正a（ギターに似た昔の楽器）など。
■

る）、ape・ta・（締める； （池上19961152・153）

閉める）

Rumani邊n 1〕るnt養∫benti 1eg6卜9（練る） b差nd畳（楽団〕、b自nd昼’benzi（ベルト；テープ）、

畠tringeト呂（締める） bandajez｛包帯をする）など。　（直野1984123）

i血p1etiトtO昌C（結ぶ）

Sp日nish band邊 b目nd・un日 bandadelventilador（＝f且nbolt1フ÷ン1ベルト）、一

bandada（群れ；グループ）などI，

（Boa士riz2003＝92’93）

　上述の表にまとめたように，イラン系諸言語に属するアヴェスター言吾（Aw目止舳）・古代ペ

ルシア語（OMP趾畠i3n）・パルティア語（P且舳i且皿）・中世ペルシア語（Pah1冊i，以降バフラヴィ

ー語）・現代ペルシア語（NewP帥畠i舳）の「ba皿aa・ノbandaka・／bnd∫ba皿d1縄・枕・紐」にあた

る語彙は，古期，中期印欧語族のほとんどでは縄、械．団結など，という共通の意味を有

する。さらに．その同様な語根に歯」来すると考えられる動詞もまた表3に言己したように，

ほとんどの場合ギ縛る，締める．結ぶ」を意味す．る。

　Watkins（1992：2097）またはDrosdow昌ki（2001167，96，120）によると，その印欧語根が

r告blle皿dh・パ本論では、弓岬部分も含め＊は印欧祖語における再建形1推定形を意味する）

である引。表3で挙げた個々の言語のなかでは、印欧祖語の語彙と推定されるr由bhendh・」

に最も近い語形をしているのはサンスクリ．ット語の動詞「bandh」あるいは名詞の

rba早d11苅」である口ただし…方で，印欧語における言吾彙の起源を探る際など。比較言語

学において常に重要な殺害Ijを果たす古典ギリシア語（現代ギリシア語も同様であるが，こ

こでは割愛する）と一善’黄ラテン語の場合では＃bhe皿dll・ノband／bondに似た且ら．の麗．嚢．．も見

当たらない。紐・縄・枕や縛る・結ぶ・’ z隷に関して例えば．一首」奥ギリシア語・古典ラナ
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ン語において，以下のような語糞が挙げられる。

◆一方．典ギリシア語　　（’古川　1997）

　skhoinion　（σλ0　Lリ‘o｝1鋼；紐；縄；ロープ〕p．1065．
　昼1ys土昌（Oλじ⑪1｛1鎖）P．55．

　aikhm直1δtos（α1束μ・dλωτoξ1捕虜になった；捕虜；女奴隷）p．35．

　dε目m壱i5（δ1σμ“ω1縛る；棚にかける；罠にかける；束ねる）p．246．

◆古典ラテン語　　　鰯原20C5）
　rosist｛なわ；綱；ひも；ダンス用のひもなど）p．653．

　h繭㎜en（しばるもの；ひも；帯；包帯）p．426．
　1ine邊（あま糸；ひも；綱；なわ；首飾りなど）p．427．

　comp5s（足を縛る鎖；綱；足椥）p．丑30．

　oatε舳｛鎖；手かせ；足かせ；絆；束縛；監禁など）p．98．
　f刮mu1且（女中；’女奴隷；神々の奉仕者）p．275．

　famu1us（召使い；．奴隷など）p．275．

　一方，．表3に挙げている印欧語族において，インド・イラン語派諸言語やゲルマン語派

I諸言語とは対一照、的にフラン」ス語・イタリア語1ポルトガル語・ルーマニア語・スペイン語

いわゆるロマンス語派諸言語には名詞・複語語彙としてのrband／b皿nd」が多く存在して

いるものの，縛る・結ぶなどbandを語根に作成された動詞が全く存在していないかまた

はあるとしても，イタリア語rbendare」・フランス語rbande正」のようにr包帯する」にと

どめている。ロマンス語派諸言一語のこのような特徴や十bbenah・lband－／もundに似た何らの

言書彙も古典ラテン語に存在していないことから，ロマンス蕎吾派においてはban舳undを語

根にする語彙はゲルマン語からの借用語である蓋然性が高い。

4．1．印欧祖語の柵hendh・から現代ペルシア語のbanaeまで

　印欧祖語の士bbendh一とゲルマン語派のband・bunaの子音の対応は、比一較言語学におい

て有名なグリムの法具1」の第一次子音推移1Fi・日t　C㎝日㎝・ntShift〕で説明される（桜井

1972112－17）及び（州島1994：531・533〕。また，印欧祖語の苦bbe皿dh・に最も近い語形をし

ているインド語派のサンスクリット語のbandbah（名詞）・bandh（動詞）とイラン語派に

おいて最も古いとされるアヴェスター語のb日nd乱・（名詞）・band’（動詞〕の間にみられる

音一声変化に関して，例えばr閉鎖音σ）特徴としては，インド語派との・最大の相違として，

帯・気音の消失があげられる。すなわち，．官吏杜気．董」止．独ユ．且阯抵圭に上有産盤．気音、．虹虹

に二合＝j犯し．，無声帯気音ph，th，khは摩擦’副ヒ（f，θ，x〕する。ただし．無声無気音p，t，kも

他の子音の一直前で同様にf，θ，xに変化する，．．」というように説明されている1熊本

1989：123）。一方，イラン語派」古いとされるアヴェスター語の有声無気音のb，dと印欧

祖語の有声帯気音吐bh，禍hの対応に関しても，Ro琶巳正く20041749）による説明がある。以上

のような通説をまとめると，印欧祖語・インド言書派のbh，dhはイラン語派にb，dに変化し

た二とになる。従って，印欧祖語の昔bhendh・・サンスクリット語のbandh出ノbandhがイ
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ラン語派では・band邊・一band・（アヴェスター語）’bnd（パルティア語リb丑na（バフラヴィー語・現代

ペルシア語）に変化したと言える。

　他方．意味に関しては、表3｛p．5〕に挙げたようにサンスクリット語のbaddba（鎖のつい

た；結ばれた；捕まえられた）．bhτty的（召使い；奴隷〕など．中世英語のbond確e（b丑nda葛e），

bδnde・w5mman（3femalo昌erfor畠ervant；bondwom日n）など及び現代英言吾ではbond

man／woman（奴隷．使用人），bond　sew乱nt｛奴隷〕，1〕ondm乱id（未婚の女奴隷），bonasman（奴

隷，保証人）などを例としてみても，bandの複語語彙として「奴隷・使用人・質人」とい

う共通の意味が存在する。バフラヴィー語においてもband目g∫bandak引はserv呂ntのみを

意味する（M肌Konzie1971117，32）。このように，“bhendh・／band∫bona（縦・縄・椥）を基に

したこれらの語彙の背景には恐らく「足枷をかけられたノ縄・紐で縛られた」というニュア

ンスが存在する可能性が高い。3〕

　一方、前述の言語とは対昭的に現代ヘルノア鐙のb3ndoは．共通の意味の誠隷　使用

人・召使」のニュアンスを保ちつつ．「神の創造物・神の奴隷・奴隷・私奴リj・生」という

新たなニュアンスをもつように至ったのである。恐らくr神の創造物・神の奴隷」やr自

分が奴隷如く縛られた者であり．物事を決めるのはあなた（話し手）だ」のような意味か

ら謙譲の単数一人称代名詞を指すr私奴・・小生・下僕」という新たな意味が加えられたと

推預1」できる。イランにおいては、このような意味がペルシアヘのアラブ侵入後すなわち，

イスラーム侵入後（ササン鰯滅亡の651年ごろ以降）に加えられたと考えられる。ただし，

ササ！朝の公用語だったバフラヴィー語のbandag’banaakが果たしていつ頃から現代ペ

ルシア語のb乱ndeに変化し，その意味は奴隷・使用人以外に謙譲語のニュアンスを持つに

至ったのかは，正確には追究できないと一思われる。その理由はいわゆる「沈黙の2世紀」

と呼ばれる時期．にあると言えよう。

4．2．不沈黙の2世紀」

　表2にもあったようにイラン語派において、ペルシア語という言語は大きく．三つの古

代・中枝・近世／現代ペルシア語に分類される。近世・現代ペルシア語の間には顕著な欄

違が存在しないため便宜上，以降近・雌ペルシア語も単に現代ペルシア語とのみ蕃くことに

する。

　簡潔に言えば，古代ペルシア語はアケメネス朝／A｛冊m・1・・昌、前550年～前3目1年〕の宮廷

言’語として用いられており，キュロス大1ヨ三，ダリウス大王あるいはその子クセルクセスな

どのアケメネス朝の諸王が碑文をこの言語で一残している｛上岡1989：1・708・14）。今現在で

もペルセポリスなど当日寿の遺跡にそれらの碑文をみることができる。古代ペルシア語はや

がて，時代の変遷に従い，様々な源咽で死語（d舳d1目㎎u目g・）になって行くのであるが．

最も重大な打撃を与えたのはアレクサンダー大ヨ三によるアケメネス朝の滅亡であると言わ

れる。その後，パルティア帝国（p趾tbia・アルサケス馴Ar畠舳。s，前238頃～降226）とササン朝

ペルシア（S目昌朗口id．224年㌔65エ年〕では．正、式な言語はパフラヴィ］語となる。パフラヴィ
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一語は，必ずしも古代ペルシア語碑文の一言語を受け継ぐものではなく，格・語尾変化など

を受けており，古代ペルシア語より単純な文法構造を持っていたとみられる。喜代ペルシ

ア語同様に長期に亘って使用されていたバフラヴィー蕎吾も七世紀半ばまで公用語として用

いられたが，次第に死語になっていく運命であった（Roger20041764・776）。毛の要因に

はペルシアにおけるアラブ側の征服が最も重要であったと考えられる。

　峰ぼ10年間かけた戦闘の未（642年～651年）ペルシア全土がアラブの完全な支酉己を受けた。

この支寧己は2世紀に亘って続き，ペルシア民族の独立は失われた。　r沈黙の2世紀」とよ

ばれる期間は、この200年間を指す（Z趾rinkOb1951）。いずれにせよ、ササン朝の公用語

として長く用いられたバフラヴィー語は支配者の言語すなわちアラビア言蕃に地位を奪われ

た以降．主に少数となっていたゾロアスター教の宗教語として使用されたのみで，漸次死

語となった。

　一方，それとは対照的に公用語の地位を確立しつつあったアラビア語は，科学・文化・

宗教さらに文学など様々な分野で特にイラン人知識人の間にかつて例をみないほど用いら

れるようになった。こうして，ペルシアの直接支配は2世紀に亘って続き，本来の中世ペ

ルシア語に代わり，アラビア語は文章語として使用されるようになった。丁〕

　しかし，公用語のバフラヴィー語は，ほとんど用いられなくなり，その立場をアラビア

語に奪われても，当時の口語であったタリー語（現在アフガニスタンの公用語の一つである

タリー語もイラン語派に属するが，これは沈黙の2世紀のタリー語とは異なる言語である。）

はアラブ支配後も庶民の間に用いられ続けた。本来，タリー語とバフラヴィー語は同じで

あるが，ササン朝の公用語はバフラーヴィー語で，主に宗教，行政，文学で書き一言葉として

使用されていたのに対して，日常会話ではタリー語が用いられていたと言われる。最初は，

双方の言語の間にさほどの差異がなかったが，ササン朝末期になると日常会話が非常に発

展し，文章語で用いられたバフラヴィー語とタリー語との相違がより大きくなったため．

両言語を区別するために口語をタリー語と名付けたと言われる。タリー語は，新しい変化

に適応しつつペルシア各地域の言語・方言から数多くの語彙を借用し，ササン朝崩壊以降

もなおより口語として幅を拡げ，用いられるようになった。タリー語はこうして生き延び

たが，その表記は全く別の記号，すなわち本来のバフラヴィー文字からアラビア文字に変

化した。タリー語においては個々の変化のなかでもこれが恐らく最も大きな変化であると

言えよう。なぜタリー語の表記がバフラヴィー文字からアラビア文字に変化したのかに関

して，様々な要因があると考えられている。イスラーム化が拡がるに従い，アラビア語・

聖典コーランからの多くの借用語をそのまま採り入れることの便宜さもある一方で，当時

のペルシアの知識人がアラビア文字になれており，それを使いこなしていたことや，バフ

ラヴィー文字の難解さ・煩雑さが最も重要な要因として採り上げられている。このような，

変化を経た口語のタリー語はやがて書き言葉として文字で表記されるよう・になり，さらに

文語の親代ペルシア語として位霞を固めたのである。以降，現在に至るまで現代ペルシア

語はアラビア文字で表記されつづけてきた。
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　ちなみに本来，ペルシア語の名はイラン南西部に位一置している，ペルシア帝国の一故地

P査rs∫F壷rs（吉代ペルシア語p趾睨va〕に出来しており、現在でもイランでは国語の現代ペ

ルシア語をP壷rsi／脂r畠i（ファールスィー）という。しかし，1O世紀・11世紀の文献では，現

代ペルシア語はしばしば、タリー（d肌i〕，パールスィー・工・タリー（p百。冨i・od目エi），バ

フラヴィー（pa肋Ψi）とも呼ばれていた。

　さて．ほぼ2世紀間バフラヴィー語は文語として立場を奪われており，タリー語も口語

として用いられたのみであったのは前述の通りである。このような理由で正確にいつから

バフラヴィー語のb邊nd曲g／b副nd田kが現代ペルシア語のb品皿deに変化しIその意味もr奴

隷・使用人」以外に謙譲語のニュアンスを持つに至らたかを正しく遺究できないと思われ

る。しかし，バフラヴィー語と異なり，bandeは神の奴隷という意味になるなど、恐らく

イスラームからの何らかの影響で，沈黙の2世紀の間に初めでこのような意味になったと

推測できる。そして次第にその意味「奴隷，使用人，神の奴隷」から，一人称単数の謙譲

語として用いられるようになったと考えられる。ペルシア語の国書吾辞典のなかでは．信頼

度の高い辞典として知られ七いる『Loghat　N査mehlむL　J』でb邊皿doを調べると，r使用

人，召使．従順な召使，正直な使用人．完壁な人間，選択され・た人間、神の奴隷．人間一

般」のような意味があり，個々の意味に関する実例も様々な文献から挙げられている（そ

のほとんどが有名な詩集から引用されている）。そして最後の意味としてr私奴，こちら，

一人称単数の謙一譲語」も言己されている。r最初では．’inb目nde（この奴隷／この使用人）あ

るいは，manba皿de（奴隷の私／使用人の私〕の形で用いられていたようであるが，後に

省略されており、bande（私奴．小生）という意味で使用されるようになったようである」と

いうのは『Logh乱tN五meh』の説明である（Dehkhod身195713互8－319）。ちなみにアラビア

語において，．乱bdo1刷1（神の奴隷1よ1峠），qo1壷m（奴隷；使用人1戸兆）という意味になり、人名

としてイランも含めイスラーム諸国で頻繁に耳にする名前ではあるが，いずれの場合も謙

譲語の単数一人称代名詞として用いられることはない。

4．3．『シャ］・ナーメ』に現れるbande

　上述の沈黙の2世紀の直後に現代ペルシア語として現れ・たいくつかの作品がある。なか

で最も有名なのは，25年～30年かけて，1010年頃に完成したとみられるフィルダウシー

による『シャー・ナーメ（王書〕』である。『シャー・ナーメ』の主な特徴は次の三つである

と・言われる。①イラン民族の最大の英雄叙事言寺集である。②アラビア語語彙を最小限にと

どめている作品として有名である。③蟄・質の」双方点からみて，ペルシア文学・韻．文の最

馴乍品である（黒柳1969＝423・47）。

　アラビア語語彙は，既に数多く現代ペルシア語に借用されていた沈黙の2一枚紀後，『シ

ャー・ナーメ』は、意図的にアラビア語語糞を最小隈にととどめていることは，’言語学的

な観点から重要な特徴である。また，イラン民族の文化・慣習・他民族との商売・一戦闘，

あるいは本．来のイラン人の名前，衣服・一食．文化・　　・戦闘で使われていた一武器名などを
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その広範な内容に写し出されていることも当時のイランの社会・文1ヒなどを知るにも役立

つ．、このため，いろいろな意味で貴重な資料になっているのみではなく，中世以来いくど

も．祖国を異民族に支配されたイラン人は、常に限りなく『シャー・ナーメ』に愛国心を

・抱くのである。現一往．でも，・イランの教育システムにおいて小学校から『シャー・ナーメ』

の有名な台詞が国語教科書に引用されたり，イスラーム教に対して敬」妻でない人々が子供

に名を付ける際アラブ・イスラーム的な名前ではなく『シャー・ナーメ』に現れる本来の

イラン的な名前を参．照、したりするなどからも，その重要さがわかる。この’ような特徴を有

する『シャー・ナーメ』にba皿deの現れ様を5巻から成っているKhaleghi・MotIagh，Ja1al．

（版）（1988）以下Kha1eghiと略す）に検討した。

　この版の『シャー・ナーメ』においては；ぽぽ47回に夏ってbandeが現れる（第1巻

→13回．第2巻→7回，第3・巻→4回，第4巻→5回．第5巻→18回）。そのうち43回は

「使用人・奴隷・目下の人物・神の憲一」造物」という意味で使用されている。「私奴リj・生」の

意味すなわち単数一・一人称代名詞の謙譲語として用いられるのはわずか4回だが，非常に注

目すべき用例である。なぜならば前述したように，十bhon砒一∫ban舳。nd（紐・縄・枷）を基

にした多くの印欧語族の複語語彙において，これらの語彙は「使用人・奴隷・召使」を意

味するのに対して，ここでは同様な語源を有する現代ペルシア語のbandeはそのような共

通の意味を保ちつつ，初めて「神の奴隷・神の創造物・私奴リj・生」のニュアンスとして

現れるからである。ここでは、bandoは謙譲語の意味として現れるその4つの詩句をまず

引用する。呂〕

　　／本論の最後まで引用する詩句の翻牢を最初に記し，原文のペルシア語表記を言己してから，

日本書吾での意味を記述する。ローマ字の翻字を左から，そしてペルシア言替表記を右から蓄已す。

ちなみに．ペルシア語のクラシカルな詩において詩風により特別な音韻が存在するが。『シャ

］・ iーメ』の詩風は煩詩であり，各詩句の最後に一音護が保たれている。また『シャー・ナ山

メ』全体に詩句と詩句の闘にスペースが置かれている。）

（1〕　m邊rin　bigoIla11正互to　andar　p註zir　　　　　　‘az　in　ba正蔓。dan　bande正至a盟st呂ir

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kh邑1eghi（版）19881No．1．p．17I）

　　　　　　　　　　　　　　　月f山。≡」・』二｛J』jJ－5－j，　　　　　片斗」山1｝；1」㎡一≒“！戸

（筆者訳→あなたの上の立場から下僕を助けなさって，この無罪の者を受け入れなさい。）

（2）bo正ahmat　bar乱fr曇zi皿bande　r五 bem邊nb量zdop量r・e蚕fk邊nder壷

（Kha1eghi（版〕19881No．1．p．171〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧＾二∫ミ，”｛＾j』抽　　　　　　　1パ＾≒5－j1メ㌧｛二“メ

（筆者訳→あなたσ）慈悲で下僕に栄誉を与えなさい。倒した我の一蕾、子を我に戻しなさい。）

（3）1nan…n呂kbe　pi§・e　t03st査de．am tan－ebanaexa昌m・etor互a蓋de．3m
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kba1eghi（版）19881No．1．p．230）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一＾』1」｝三“＾’♂　　　　　　Fl＾［』1タ〕■吉｛キ5→1♂

（筆者一訳→今我はあなたのそばに立っている。私奴の体をあなたの怒りに1壬せている、）

（4）乱g趾㎜astξod　bande　azbiho甑　　　　　　　皿emid　andaI壼n　biho重i舶rke善i

　　昌舳adgarbobax量igon量h・em躯蚕　　　　konit壷■e査’了n・or豆h・eIn酊曇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kha1eghi（版）1988：No．5．p．449）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目j5J一‘上峠一J1j山1当一　　　　｛一jl＾→u山一∫f｛f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ｛，抽h声目5　　　　　　レ＾5一止；｝」5』j一

（筆者訳→もしも私奴は酔ってしまい，知恵をなくし，そのような状況で不順を起こした

ならば，我の実1を許し．我の道徳としきたりを直しても相応しいのであろう。）

Kb日1e出i版の『シャー・ナーメ』においてbandeは上述の4つの詩句のみにおいて，単

数一人称代名詞の謙譲語として用いられている。士bllendh・／band／bondなどを基にした印

欧語族」諸語の多くの複語語彙でみてきたような「奴隷・召使・使用人」の意味ではなく，

同様な語根をもつb舳deは，『シャー・ナーメ』のこの4つの詩句で初めてr私奴・小生」

言わば，謙譲語の用法として用いられている。当時から残された信頼度の高い作品の中で

は『シャー・ナーメ』のその吉’さから考えて，単数一人称代名詞の謙譲語の用法としてこ

れは初めてであろう。また，謙譲語の用法として使用される4回すべては①詩の畔］で会言舌

形が行われている際用いられている。②王など社会的身分の高い人物が話し相手になる際

用いられている。沈黙の2世紀に日常会話でその用法が始まり，後に書き言葉にも健用さ

れるようになったと推頚一」できる。印欧祖語から始まり，このようなプロセスを経て誕生し

た単数一人称の謙譲語b且ndeは現代ペルシア語のp語・文語の双方において，最も用いら

れる一人称代名詞の謙譲語である。

　以下『シャ］・ナーメ』に「使用人・奴隷・召使」の意味として用いられている43回の

ba皿deの事例を三つ挙げる。

（1）y・k卵k’・・Ob乱・tb・・g・重t・善。d　　　b・d・・t・”kib・nd・b割正ko§七・き。d

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Khaleghi（版）1988：No1．1．p，13）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾』吐L土5土・』→一∫｛山＾～　　　　』j心力φjj154み

　　（筆者訳→次から次へと不運になり．一一一」人の使用人の季で殺害された）

（2）　zamin　o　zamヨn　p1重e　m趾n　b乱ndeき。d　　］ahヨni　be　g宮皿j　e　man夏gandeさ。d

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kb盆｝eghi（版）19881No．3，249）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　u舳5iひ産5～一へ干　　　　よ二＾≒し』Ui剖Oしニヨ5－j

　　（筆者訳一瞬期も土地も我の奴隷となり，世の中は我の富でいっぱいとなった。）

（3）b副m・善・b・・h五nb・肺・・nd・‘・nd　　呂g・・曇・h・y憂閉nd．9・・b・nd・’邊nd
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kha1egbi（版）19881No．5．P．310）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥j，山りf，』j。』パjf1　　』j1・上jj，』～1J一片二・ψ

（筆者訳→イランのすべてσ）囲丁（σ）人々）が彼のおかげで生きている。君主であろ

　うと奴隷であろうと、）

このように，『シ・ヤー・ナーメ』に単数・・…人称代名詞の謙譲語・としてのbandeが存在する

ことから，恐らくパフラウIイ］一語といわゆる現代ペルシア語の間である沈黙の2鮒紀とい

う一長い空間に言わば，イスラームがイランに進入した後に，r神の創造物・神の奴隷」また

は単数・一人称の謙・譲語r私奴・小生」のようなニュアン．スが加えられたと推測できる。

一方．後にイランの他の肴名な文学作品として現れる｛乍晶においても，bandeが多く用い

られるが，いずれの場合でも『シャー・ナーメ』と全く同様に，「使用人；奴隷」の意味の

方が圧倒的に多い。最初はr私奴・小生」の意味のba皿deは会話レベルで使用され，蕾き

言葉においては使用頻度が会話レベ．ルなど1限られた状況にあったからであると考えられる。

以下にイラン文学の他の有名な作品に現・れるbandeの事例をそれぞれから，まずr奴隷・

召使い」それから謙譲語のr私奴・小生」の意味で用いられた事例を一一つずつ弓1周する。

（以下の三つの作品を時代の順で並べており，作品自体を◆で示した。〕

◆『Gh量bi富n重me（カーブースの蕃〕』より釧

（1）　ha正　b丑nde‘i　ke　’違　r曇　bexarand　va　be缶i昌and　‘査E互d　t呂r　az　．量皿　ka昌i　bovad　ke

　　g伽b乱nd・bw・d　（yi・・fi（版）199955）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・占，｛二｛声＾，～J山1j㌧・占1j1山ψヨ・j。勾1”1ぺf小ψ戸

　　　（筆者訳→買われたり，売られたりする奴隷の方が食欲の鉦鼓（私注飲食の虜になっ

　　　た人物〕より自由である。〕

（2）Sahl　goft　baq壷ye　xod重vand　b壷d，m邊nbande　hamirav田m，狗n　b虹s趾3重。ql　res3m

　　n互甑re　f趾m互nb量mv査n§avad，xo締v目nd1〕ヨb邑nd3ne甑i　konad　ke　kod豆㎜

　　f航m壷nb童yadkepi昌ghad七蓑bandoもed互ndk3fa正m義nike舳b至yad9厘reftkodヨm

　　b葛きad　v別ag且r1〕査yad　ka正d　kod墓m　b互§虫d？　　　（yOseO（版）1999：169）

5‘＾ムj　o～』』j，1』え＾ψJlj」｝しJj・」←し一』Ji二J一上J，芋門」ψ。辿し』j』⊥j，は’‘14こκJ払

　　モ＾』F1∬ぴへ』∫fリ場い1∬J∫資μ吐㌦j」。ミペ＾j1｝』ニバ＾〆“一ム＾士し～」・。三一・f∬占

（筆者訳→サバルは云った　閣下に長寿がありますように。私奴が任務に就きますと，

　かならずやいろいろとご命令は・発せられましょう。私奴はどの命令は守らねぱなら

　ぬか，またどの命令は守る必要がないかを区別できるように，私奴にご指示くださ

　りますか。）
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◆『ルーミ］の精神的マスナヴィー一』より10〕

〔1〕　llar§a正量1〕…b乱nde　ye’1n　qaddo　x乱d　　　　joIn1e　ma日t蚕n　r墓1〕ovad　bar’遍h邊s邊d

　　　　　　　　』’ヨ、、岬1，Jヒ＿＾L峠　　　　＾えヨ＾ミJ，1目～甘’、j戸　　（Nioholson（版）197】。1226）

｛筆者訳→すべてのワイノが其方の姿と顔の奴隷で　酔っぱらいは皆其方（σ）奏しい姿）を

妬む）

｛2〕goft　tOt…armaq互n　e　b3ndo　kO　　　　．互n6e　didi’ヨn6e　gofti　b身zgO

　　　　　，王jし、螂㎡吐亭1‘｝4字1　　　　　　　｝テ出J』、1目』｝』こ㎡　（Nicho1son（版）19711101）

（筆者訳→鶴鵡（オウム）が云った，わたくしのお土産は？観たものと云ったことを諮って

おくれ）

◆『ハーフィズの詩集』よりH〕

（1〕bandeyepirexar身batamke1otf乱きd目’em‘ast

　　　var　na　lotf・e§eyxo　z蓋hed　g童h　h呂畠to9畳h皿i昌t　　　（Sa1ahshir（版）1998：57）

己4’κ，二＾・ぽ・曲1j，き吉』一u山”　　二一1両j1・♂山・㌦二［・1。二州日へ

　　　　（里柳訳→私はいつも親切な酒場の老人の奴隷。さもなくば、長老や隠者の好意はあ

　　　　　ったりなかったり。）

（2）var　b昌v趾at　nemikon日ポ日一bande‘m　hadis

　　　‘az　gofte・ye　K乱mヨl　dali1i　biy三v趾am　　　　　　　　（S盆1ah畠b趾（版）19981255）

　　　　　　　　　　　　　F」jt一目しj＾J」s吐∬j1　　　山…』，し’，o＾’j1＾み■凸”』”

（墾音訳→もしわがこの言葉を信じないの彼らは，小生はキャマールの台詞を証拠にお

示しましょう。）

　　さて、以上のような長い歴．史を背景に誕生．した一謙譲語としてのba皿deはいかにヒンディ

ー語・トルコ語などにも借用語として使用されているかを検討する前に，ここではまず．

現代ペルシア言吾でのband3とその複誘誘嚢の意味をいくつかみてみよう。（本書緒のpp．11・14

では．有名な作品からbandeの例一文を引用したため，ここでは，b目ndeとその複語語彙の引

．用にとどめたい。）

4．4．「ba皿丑。」を基に作成された現代ペルシア語の謙譲語

　印欧語族的な性格をもつbandは．古代ペルシア語のband乱kaから・バフラヴィー一語の

bandag’ba皿dakに変化した後，現代ペルシア語のbandeに新たに変化してきた。また，
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本来の意味の「使用人；奴隷」に「（神州奴隷；小生；下僕≡私奴」も加えられてきたこ

とは前述σ）とおりである。この語一藁をべ一スに現代ペルシア言蕃に複合語彙がいくつか存在

している。ここでは，本論のp．10に紹介した現代ペルシア語の最も信頼度の高いいわゆる

国語辞典『LoghatN互meh』によるbandoとその複語語彙を弓1綱し、員本語訳を記す。（事

例などI詳細に関しては，Dehkhoda（19571318・20）を一参一照，。）

（1）bandel。岬→使用人；召使；従順な召使；正直な使用人；完壁な人間；選択された人間，

　　神の奴隷；人間一一般；小生；私奴。

（2）b日ndopaziri1‘。。ユ。。｝→目下の人物を受け入れること；目下の人物に親切であること。

　　（私注：動詞p舳i正。ft目n㌧二j・1ユ｛：受け入れる」の現在語幹で名詞化されたもの：召使・奴隷を受け

　　入れること〕

（3〕bandeparv日r1・jパ・二・一目下σ）人物に親切にする人。（私注1動詞p趾w正danrJ・、j、｛1育てる；

　　養うなど」；召使・奴隷を育てる’養う人の動名詞。〕

｛4）bandep肛v肌d目n1凸占、，パ⊥二・→目一下の人物に親切にする；ご親切から～してくださる。

　　（利、注：動詞p舳V肌d目皿r一育てる；養うなど」；召使・奴隷を育てる催うことという直訳から。）

（5）b舳dop舳v帥i：‘、”｛叫→目下の人物に親切にすること；ご親切から～してくださるこ

　　と。

（6）1〕日並dep日n日丁…d日nlが…〃叫→上の（4）のb3ndep肌v肛d3nと同様。

（7）bande§odan：J＾．｝一捕虜になる；奴隷になる；正しく従う。（私注＝複語動詞～…od舳

　　　r～なる．jの意から。）

｛8）bandef趾m豆ni1螂j』。j山。→従頗であること；相手の命令に従うこと一。（私注：動詞f割。m互n

　　　bordan　r命令に従う1目上の人物の話に耳をする」から。）

（9〕bandek趾d3nlが、，山1→従順にさせる；命令に従わせる。（私注1・動詞k肌dan　rする；行

　　う」。〕

（1O）b目ndegereftogi1螂鶯∫f。＾。→奴隷である二と；」奴隷状態。（私注＝ge。直f暁…は動詞呂。肥ft邊n

　　　「一」ま1補る；取る」が一名詞化されたもの。）

（11）bandegerefte1d〆州→囚人：投獄された。（私注＝動詞g芭正。ftan「捕る；取る」から、）

（12）bandegaξtanl’ゴ山。→上述の（7〕b乱nae邑。曲nと同様。（私注：複語動詞～富且さt乱n　T～

　　　になる」から。）

（13）banden日v豆z1j1一・・⊥、→目一一Fの人物に親切にする．人．上述の（3）bandep肌varと同様。

　　　（私注＝複語動詞n且v畳ze善k乱rd目n㌧。。子山1，」1撫でる；愛撫する」の動名詞凸）

（14）bandenavazi：‘ル・＾｛→目下の人物に親切にすること；ご親切から～してくださるこ

　　　と。上述の（5）bandep趾冊r：と同様。く私注1複語動詞n酬邑z是善k邊正d帥1［撫でる1愛撫する1

　　　の名詞化されたもの．）

（15）bandev昼r1・！ツム≒一名使のように；奴隷如く。｛私注1接尾辞v畳・丁～のような：～如く」の

　　　一喜から。）
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（16〕b日ndi1‘』。→捕られIた・者一；囚人；捕虜。｛私注1本来・縄；紐で縛られた者の；萱から一・）

｛工7）ban桁x重ne1ムj1主｛1一・監獄：刑務所。（私注1x昼mr家；巣；家庭j・、囚人偏虜の家という直・訳

　　　の意力｝ら，　）

（18）b齪ndid目n＝Jム、』■→動言司1コa昌tan「J二＿、＝奇縛る　；赤書名；」と同橦…o

（19）bandi曇。dan1がj‘Ψ一・・捕虜になる；囚人になる亡｛私注1複語動詞㌔量。d且nr～なる」σ）

　　1慧カ・ら。　）

（20）banむka正d3n1が〆‘』二｛→捕虜に・打る；投獄する．（私注1一視語動詞～k趾d目nr～する」の意

　　から。〕

　　また，冒本語でのbandoとその複語語糞の意味を」乳比べるには．す新ペルシア語．大辞典』

を参照した（黒柳2002）。．上二述の語彙の中では，日常会話に使用頻度の高い言吾糞が以下のよ

うに一記されている。ほとんどの場合，謙一譲語の意味で用いられている。

く1〕bande（｛ト「複数　山舳。（b日ndeg亘n）1）奴隷；下僕　2）｛謙譲語として〕し。（私注1m邊n1

　　宥、）の代わりに用いる。私，小生．　し二～（私注1bmde－yexo緬〕神の奴隷（下僕｝

、山1－1声戸・声～（私注1五〇d3㎜x畳hamヨm自d．〕私は自身で参りましょう＿。」　p・233。

（2〕bandex査ne（4j」凶）→「拙宅　」p．233．　（私注1x昌neは家）

（3）もandez重d芭（。。lj州）→「愚息；わが子」p－233．（私注＝z豆deは～生まれの〕

（4〕bande皿帥鵬1（J声心｛）→「拙宅」P－233。（私注1man五e工は家の丁寧語：・オウチ）

　．」ヒ述鮮奥の語彙の他に複語動詞としてbanden帥査zik目1＝d3n（J坤∫牝占。∫し≡jlヨ」。へ）→ご親’切

に～して．くださる；～なさる（私注1その直訳は奴隷／使用人を愛撫する；撫てるという意味である）

が付け加えられる。

　さて，葦1臓語族の古繕のけbbendh一一一・b舳dhイb呂nd’bond」に由来したとみられる謙譲

語の索・材敬語b乱ndeは以一一Fに説くように，現代ペルシアー語の枠内のみでなく，ヒンディー

語語・ウルドゥ・一語・トルコ言吾などにも幅広く同様な謙・翅の意味r手数一人称ぺ謙遜を・表

す複・合語彙・神の奴隷」で使用されていることは興味深い。通一説に従えば，現代ペルシア

語からの借用語がヒンディー書1書・ウルドーウー語・トルコ語などに数多く存在していること

が知られているが，以下に述べるようにbande・bandeの複合語もほぼ現代ぺ・ルシア語と

1詞様な意映で用いられている。

4．5．現代ペルシア語の「b目nde」とインド語派

　簡潔に同じ語派、すなわちインド・イランー語派の現代ペルシア語とヒンディー語にみら

れる共通の薯百一彙を以一一ドの二つに分けられると奮Iえよう，、
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（1）同じ語派あるいは印欧語族の共通の語彙。

　　　これには，本論の一表3に挙げたサンスクリット語一起源の現代ヒンディー語語彙と

　　一古期・中期イラン語派由来の現代ペルシア語語藁との間にみられる共通の語彙が挙

　　げられる。縄・紐・枷の意味のサンスクリット語bandhとバフラヴィー言吾・現代

　　ペルシア語のb証ndもこのような共通の語糞に属する。

（2）現代ペルシア語から借用語としてヒンディー語に入った共通の語彙。

　　　主にム．ガル帝国時代（ムガール帝国とも言う。1526件・三858年〕に借用語として現代

　ペルシア語からヒンディー語に入った語彙である。

　さて、サンスクリット語・中世∫現代ペルシア書吾の間に数多くの印欧語族的な共一通の語彙

が存在するが，ここでは現代ペルシア言替からとシディー語に借用語として用いられる語彙

に関して．述べる。語源が記されたヒンディー語聾辛典が一」冊1｝もあれば，一数多くの現代ペル

シア語・アラビア語の借用語をヒンディー語にみることができる。一古賀（2005）あるいは，

Mog正ego正（1993）など。このような借用語には■1尊敬・謙譲を率す語彙も含まれている。こ

こでぽ，アラビア語借用語がまたぺ火シーZ二重宝．経過、．」て．ヒンディー語に入っだということ

も注目すべきところである。ヒンディ］語にみられるアラビア語借用語はペルシア語とし

て借用されているのであり，語彙の音声もほとんどの場合、本来のアラビア語に似ている

よりもペルシア語風音声になっている。日本語文献にヒンディー語の外来語語彙について，

次ク）ような指摘がある。

　　r中期ヒンディー語の音韻的特徴は，語末および音節未の短・周1音が脱落していったこと

である。語嚢は，ムガル帝国の成立（1526）により．◆ルー∠z盈．皇よエし数ツ＿ア語を

遵一」て」＿エ又ζ上z．、蚕．止．＿しヒ圭置韓の語一彙が多く入り始めた。一方．ヒンドゥー教のバクテ

ィ（B目khti〕運動（私注1ヒンドゥー教の特定の聖者の名1」始による運動で，神への・バクティ（信愛〕を

強調する運動．、バクティ運一動では1多くの廿シスクリット諮講糞がヒンー’ディー一語に用いられるようにな

った、〕が最高潮に達した結果，古典サンスクリット語からの語彙も多く復活・した。」（町囲

1989＝622）

　それから，ヒンディー語の敬一語表現11〕に関して，例えば町田（1987162・63）では、次のよ

うな例文が挙げられている。

　　「たとえば，互pkヨェ1星m＜あなたの名前〉の代わりに互pk曇shubbn看m〈あなたの吉芋羊な

名前＝ご芳・名〉。量n量＜薬る〉の代わりにt舶hI…fほn壷またはp高舳菱rn亘＜いらっしゃる＞

など，尊敬語と謙譲語が対になったものとしては．重pkヨ曲u王日tkh身n壷＜あなたの富んだ家

工お宅〉とmer看g3ribkb互nヨ＜わたくしの一貧しい家一拙宅〉などがあります。ただし，こ

れらは使用しないと失礼になるというものではなく，多分に文雄的です。」
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　しかし，このわずかな例文のなかでさえ，ta畠hrif（＝ta重rif）・dau三島tkh互n百（＝

d叩1atx葛ne〕・g肛ibkh壷n曇（＝q肌ibx重ne）はペルシア語あるいは，ペルシア語経由のアラビ

ア語であることは一目瞭然である。なぜな・らば，ta§rif＝光栄を与えること（アラビア語〕，

do仙1at＝富；財産；政府；国家（アラビア語）十x蚕ne＝家1ペルシア語）．g乱r…b＝妙な；変な；

不思議な；見知らぬ（アラビア菩吾〕十x至ne：家（ペルシア語）のように分析できるからである。

　またrヒンディー語の敬語は、町日ヨ和彦｛『ヒンディー語の敬語表現』『用干目言語』16｛8），

大修館蕎店．1987）や奈良毅の直話によれば，ほぼベンガル語と同じであるが、3人称代

名詞では複数形が敬語表現の機能を兼ねる点が異なる。たとえば．3人称複数のVe『彼ら』

は文脈によって『あの方』または『あの方たち』をも表わし1これらに呼応する術語も複

数形が用いられるという。また．敬語形の語彙はサンスクリット起源のほか，5ノ以エ讃一二

アラビア語起源のものもあるという。坐境ヒ蓋史」とブン．二讃設敬麗は，基本的には素

材敬語のみからなり，素材が第2人称者と一致したときだけ、間き手に対する敬意も表し

うるシステムと考えられる。」という指摘がある（亀井1989：327）。

　上述のように、これらのペルシア語語彙のほとんどはムガル帝国時代にヒンディー語

に借用されたと言われる。これに関して例えば次のような指摘がみられる。

　　「ペルシア語は，インドにおける16世紀初葉のムガール帝国創建以来．1833年、イ

ギリスの東インド会社の廃止にいたるまで，インドの雅雷として通用した．．．」（足利

1977：41－42）

　また，『ムガル帝国から英領インドヘ』ではrペルシア文学とその影響」という部分で次

のようなより詳しい記述がなされている（佐藤19981193・195）。

「（前略）宮廷語であるペルシア語文学の分野では，まずアミール・ホスロー以来のインド

最高の詩人で，アクバルの桂冠言寺人アブール・ファイズ・イと歴史家アブール・ファズルの

□拙バ叫1S　F山ア　　十占｛㌧1　’　7…五　マ目び7…五　↓㌧1カ　11　　しレ’岳ヨホ1　チ1、十一“ノ山］・几肺か芋りりれり。訊L、〃ソノ朋，ノノ」ノロ目。ソ／ハノフツ1～逓帆し㌧｝・し一　｛

ジャハーン帝の長男ダーラーは、スーフィーの哲学やムスリム聖者の伝言己などを著し．ウ

パニシャッドなどを翻訳した大学者であり．ヒンドゥーイズムとイスラームを融合・折衷

させようとした特異な思想家でもあった。アウラングゼーブ帝は文学活動には何ら関心を

示さず，彼の時代の歴史を書くことに反対していたが，にもかかわらず彼の治世には多数

の重要な歴史書が書かれている。ペルシア語はまた公用語となり，皇帝からラージプート

の王たちなどへの命令書や術者の間の往復交蕃に使用され，さらにはラージプートの宮廷

語にもなった。ムガルの宮廷に派遣されていたラージプート王国の大使たちは1本国との

連絡文喜にラージャスターン語とペルシア語をもちいて正確さを期し，微妙な機密を要す

る問題についてはラージャスターン語を使った。ペルシア語は軍事．司法，徴税関係の用

語としても用いられ，次第に臓民の語彙のなかに入っていくことになった。なお，周知の
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ように独立後のパキスタンの国語となったウルドゥー語は，デリーI諸1王朝の時代にペルシ

ア語とアラビア語の語彙の影響によって発達したが，詩を中心とするウルドゥー文学がそ

の盛期を迎えるのは北インド十八1辻記中ごろである．．．」

　現代ペルシア語・イラン文学に関して，数多くの著1蕾・翻訳・辞典などを言己述し．た黒柳

氏も現代ペルシア語とヒンディー語の関係について次のように述べる。「（前略）・十三世紀

初頭にペルシア語を母語としたトルコ系民族が北インドに独立ムスリム．王朝樹立以降，当

時のヒンディー系書言吾を母体にペルシア語と混交して成立した言語で、もっぱら言蓄し蕾葉

とレて用いられた口彼ぜならデリー唇音王朝，ムガル朝末に至るまでイスラーム1支酉己時代に

は数世紀以上にわたっ・て公用語，学術書はペルシア語であった．．．」（黒柳20021ii）

　さて，以上の引用部分に言己されているように．一現代ペルシア語の借用語がヒンディー語

に大きな影響を及ぼしたことがわかる。すぐ以下に述べるが、現代ペルシア語の素材敬語

がヒンディー語に借用語として用いられるよい例として　bandeとその」複語語糞が挙げら

れるものの，町囲氏はこれを指摘していない。日本で編集され一たヒンディー語・日本語辞

典が何冊かがあるが，語源の指摘もあり，極めて詳しく信頼度の高い古賀（2005）を参照し

た。（以下に指摘する言書吾を◆で示す。）

◆ヒンディー語

　吉賀（2005〕（この辞・典では現代ペルシア語からの借用言替は現代ペルシア語表記で記されて

おり，Per目ianはPとのみ記述されているが，以下［P（er畠ia皿）コで示す。）

（1）banaah（ψ）［P（e王宮ia皿）コ王）下僕．．．　2）従者　3〕信奉者　4）奴隷　5〕自分

　　　のことを表す一謙称；一手前；小生；拙者」：やつがれ。　p．909．

（2）band証h珊dah（自・いψ）［P（e・呂i邊n）］自分の息子のことをへり下って言う言い方；愚

　　　息；豚児　　（私注1ペルシア語での直訳はr生まれ付きの奴隷」となる。）p．91g。

（3）b日並dabnav互z（j1身］心→）［P（繧。。i呂n）〕1〕情け深い；慈悲深い．．．　2）敬称のように

　　　も用いられる．．．帆注：ペルシア講での直訳はr奴隷を愛撫1する人」となる。）p．910．

　あるいは、同じインド語派のウルドゥー語辞典にも数多くの現代ペルシア語語彙の借用

語と共にb目11deも同様な謙譲語の意味として用いられる。（本来以上の引用部分｛p．18）にも

あったように、ベンガル語も酉告似しているが．語源の指摘があり，信頼度の良い辞・典・資料を

みつけることができなかったため，ここでは割愛する。）

◆ウルドゥー語

　加蟹（2005）（こσ）辞典では現代ペルシア語からの借用語は理代ペルシア語表記で言己されて
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おり． Por目ianはPとのみ記述されているが．以一一F［P（帥畠i邊n）コで示す。）

（1）bandagi（・b邊ndagi：一仙。）［P（or畠i目n〕］1）奴隷たること　2）」謙譲の挨拶：辞去の挨

　　　拶．感謝の表現など。　p．234．

（2）b盆nd乱h（・b邊nd日1・ユニ1）［P（舳i且n）］奴隷，ムスリム信徒；私｛謙譲語）．．．

　　ban曲hp舳v乱r（〃山｛）一弱者を助ける；主人；年長・者（尊称）．．．band目h醐d邑11｛Ψ

　　。・lj）→愚恩（謙譲語）。。．b舳dahn乱v互z（j1一＾二。）→（敬〕父上，養ってくれる一者。．．

　　b曲ndeg重m’量1i（■しりぽ＾さ〕→高官に対する敬称。　pp－234・35一

（3）bandi（・bando鋤ま並‘・一）1）信女　2）女性が自分を指して言う謙譲語　3〕獄に

　　捕らえられた女性　　4）船の出入港禁止；商品の通商禁止；閉店。p．235．（私注1

　　ウルドゥー語の女性形・謙譲語のb纈ndiは．ヒンディー言書ではr腰元・侍女」を指すが．現代ペ

　　ルシア語においては性別と関係なく囚．人・奴隷・捕虜のみを楕す。一現代ペルシア語のb且皿doは

　　女性形のb目皿diに’変化したとみられる。）

　以上みたように．banaeとその複語語嚢を例に，ヒンディー語やウルドゥー語において，

数多くの現代ペルシア語借用語のなかで，尊敬・謙遜の意を表す語彙も用いられている。

bandeとその複合語I彙以外の語彙の詳細に関して稿を改めて論じることにするが，例とし

てta重rif（ご来訪：山戸〕，m趾bim（敏人；死んだ人の韓称1炉！），h邊zr3土（身分の高い人に対する

尊称1o。ム）のような素材敬語を挙げておく（加賀20051590、工399）。

　事実、同様な一言語語派のヒンディー語・ウルドゥー語とは異なり，現代ペルシア語の敬

語は全く異なる語族に属するチュルク語派にも着用語として用いられるのは興味深い。以

下にまたb刮ndeとその複言蕃語彙を例として，トルコ語を中心に調べることにする。

4．6．現代ペルシア語の「bande」とチュルク語派

　さて．語源が記述されたトルコ語，アゼルバイジャン語，ウズベク語，ウイグル語，．カ

ザフ語．チュルクメン語のようなチュルク語派に．属する主要な一書語の辞書を参照にすると．

多くの現代ペルシア語｛昔用語をみてとれる。その中には，現代ペルシア語の素材敬語も含

まれている。トルコ語に関しては，このような借用語は主に．オスマン帝国時代に借用され

たと言われる。勝因（2002：三〕によると．「．オスマン帝国の版図が三大陸に拡大したσ）とは

うらはらに，言書習的にはアラビア語；ペルシア語からの膨大な語・彙借用，統語上の影響を

受ける結果に従った亡アラビア語、ペルシア語からの借用言吾を表書己する場合，原語の固定

した表記を忠実に守るか，オスマン言替とし．ての・表記を採用寺一るかで異なった。（中略）実際

このような表書己が併存し，教養ある知識．人ほど原語アラビア語．ペルシア語の正書法に．悲、

実であった．．．」。ここでは，トルコ語・アラビア語・ペルシ・ア語という語族の全く異なる

三つの一雷語が波舌L万丈の歴史を背競にいかにダイナミックな言語接触を起こしており，基

層言語｛昌ubstr日tum）・上層言語（日uper畠tmtum）あるい・は，傍層言語（adstmt皿m）の役割を果
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すかを検討することは非常に一有意義あるテーマではあるが，紙面の都合により今後の一課題

にしたい。

　いずれ・にせよ，現代ペルシア語からチュルク諸派への借用語の数に関して，ウズベク語，

トルコ語1アゼルバイジャン語，ウイグル語にはより多く，チュルクメン語、キルギス語，

カザフ語にはより少ないとみられる。以’一ドに言語別にそのような敬語の典型的な例として．

本論の中心となるbandeとその複語語彙を個々の言’語辞・典を基にまず西のトルコ語，それ

から以下の表4では，アゼルバイジャン語から一東の（新彊）ウイグル語まで弓1周する。上

に述べたヒンディー語・ウルドゥー語とは一対．照、的に，これらの言語はチュルク語派であり、

本来，印欧語族とは異なる語族に属する。ここでは．一語族から他語族への敬語の語一彙・

ニュアンスの移動をみることができる。

◆トルコ語

　Redhaouso（1890）（トルコ語日本語群輿はいくつかあるが，語彙の数に乏しいため，水準

　が高く定評のあるトルコ語英語辞典を参一照、した。この辞典において、現代ペルシア語からの

　借用語は翼代ペルシア語・表記で記されており，Persi目nはPとのみ言己述されているが，以下

　　［P（ersian）コで示す。）

（1）bende（＝b日nde1。｛）［P（e正畠i目n）コslave1se凹丑nt1bondman．．．．bondo　nizI苧yo皿r　bumble

　　　sewant．P．155．

（2）bendeh日並e（＝b日nde曲ne1むレ山｛〕　［P（er昌i且n）コ1．my　hou昌e（to正㎜of　bumihty）．

　　　　2．s1avo　quarter畠．p，155．

（3）1〕ondezade（＝b日ndezade1＾lj。へ）　［P（er昌i且n）〕　工．sonofyourslave（my　son）．2．cbi1d　of

　　　one’ss1ave㎝servant．p．I55．

　さて，トルコ語以外の個々のチュルク語派の言語の場合には，．そ一徹地坦監奥童劃躍ニレ．

Lた．歴久盟，b邊nde自体が借用語として用いられるものの，なぜかbandeの複合語彙は

借用されていないとみられる。またb且ndoの意味もr奴隷・神の奴隷・人間一一一般」にとど

まり、謙遜の意が入っていないのは多いに疑問である。ただし．．．ヒ述のトルコ語の辞典と

は対一照、的に個々の言語の辞典は語」藁の数に乏しく，語源の指摘もないことから，詳細を記

述した辞典とは言えない。以下の表4では．トルコ語以外の主要なチュルク語派の言語に

徳用語として使用されるb舳deをそれぞれの一奮語の表記・意味（辞典のまま）・出典をまと

める。
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表4．他の主要なチュルク語派諸語におけるbandeの借用

［二至二］［嚢］ 意味 出典

◆アゼルバイジャン語 6e則e（bende） 昌1aVO；SerVan土1ヨ〕 （Patriok1994139）

◆チュ∫レクメン言吾 6e則e（bende） 富ervant，日1且ve（ofgod〕， （A11e皿1999172・73）

pe「畠。n，3poor　per畠。n

60H＾o：・・：へ 神の子，人；奴隷 （飯沼19941113）

◆カザフ語 （bende） hljm日n　l〕eing，　humanity、 （Ka正11994：46）

昌ervant　of　God

◆ウズベク語 bana日 奴隷；臣下 （小松200419）

◆ウイグル語 b舳d＾＾j中 召使（きょう奴に仕えたイ （飯沼1992：50）

（bendo） スラム教徒）

　以．．ヒのように，個々のチュルク語派の辞書を参照したうえでは，現代ペルシア語を経由

し．印欧言吾のbandoが借用されていることがわかる。しかし，トルコ語のように，bande

とその複合語が多く借用されており，現代ペルシア語同様に一謙・翅を示すのに対して，ウイ

ダ．ル語・ウズベク語・カザフ語・チュルクメン語のように．bandeのみにとどまり，その

意味もまた．奴隷・神の奴隷・人間にとどまっている言語もある。しかし事実．個々のチュ

ルク語派の言語辞典を参，照、すれば，bandeのほか例としてkami皿e∫kemino（最小限≡小

生1乱二4），㎜erhom／merhomo（死んだ人の尊称；敬人1・。戸戸1げ戸），haz閉t／hazret（閣下；

陛下；様1山〆）などのような素材敬語が用いられている。これらの語彙は現代ペルシア語・

アラビア語からの借用語であるが，ここではbandが話題の中心になっているため．詳細

を省かざるを得ない。また，個々の言語により日常会話でのこれら．の素材敬語の使用頻度

が様々であるとは考えられるが．借用語として存在していることには変わりがない。本論

ではこれらの語彙が借用されていることのみをf固々の言語の辞書を基に記述するにとどめ

た．

5．おわりに

本論では，現代ペルシア語の単数一人称の謙譲語bander私奴；下僕；小生」に関して，

中心的に述べた。この語彙を分析すると，「band（棚，縄，紐）十関連を表す接尾辞e（h）→

。二。十出」から構成されている。そのメイン部分であるbanaは，現代英語を始め，表3（p．5）

でみたように数多くの一古期・中期一新期印欧語において，名詞として同様な意味の「棚、縄，

紐」で用いられており，印欧祖語の士bhen舳一に由来すると考えられる。また表3に挙げた

ように，その一動詞もサンスクリット語のb乱ndh・ゲルマン語のbindan／bint且n・バフラヴ

ィー語のb日nd・∫ba畠tan・現代ペルシア語のbastan・ゴート言吾のbindan・現代英語の（to〕bind
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な．とを例に同じ語源に由来すると考えられる。これらの一動詞も個々の印欧語において同様

な意味の「縛る・結ぶ・締める」で使用される。さらに．bandの複語言誓藁として，サンス

クリット語のbh壬七ya申（召使い；奴隷）’ゴート語のbandi（縛るもσ）。束縛，監禁．囚われの身〕’

中世ペルシア語のb互ndag（使用人．召使）・現代英言吾のbonds　man／woman（奴隷，使用．人），

bond　maid／未婚の女奴隷）などが挙げられる。同様に現代ペルシア語のbandeもr奴隷；

召使」の意味を指しつつ．ペルシアヘのイスラーム・進入後に「神の奴隷；人間・…一般」という意

味が加えられたと一思、われる。そして本論で指摘したいわゆるr沈黙の2世紀」の間にr縛ら

れた者；奴隷；召使；神の奴隷」などの意味から・単数一人称第名詞の謙譲語r私奴；小生；

下僕」という新たなニュアンスが追カロされたと考えられる。

　他カー，このような非常に長い歴史を背景に有する現代ペルシア語の単数一一人称の一謙譲語

bandeは，いかに同様な印欧語のヒンディー語・ウルドゥー語や語族の全く異なるチュル

ク語派のいくつかの言語にまで借用語として用いられるのかに関して記した。

　　印欧語族の語彙の・音声・意味変化・移動を考察する際，非篤’に長い歴．史を背景に有する

bandeはおそらく最も適・切な語糞のひとつの例であろう、．いうまでもなく，r小生・一ド僕」

など敬意・謙遜の意を表す借用語と「水・害・帽子」などある物質のみを指す借用語の間

には大きな差異がある。敬語と何らかの関係を有する語彙の背景には常に文化的・社会的

な要素が存在しており，社会的・文化的な要素自体が借用されない限り，そのような語彙

も借用されることはないと考えられる。
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　　fetter5Zero　gmde　from舳型〃　日BUND．from　M1dd1e　H1gh　German舳加，1ea匿ue，b
　　BUNDL邊，fエ。m　Midd1o　Dutchゐ〇五dεノ，畠boaf　of　p日pers．bundle．Both臣and　b　from

　　G0Tm包nic加皿ゴー，．．」W呂七kin昌199212097．

的バフラヴィー語rbandag－band目k」→現代ペルシア語rbande」のような音声学的な変化が
　　両言語間に数多くみられる。鰯えば．v3n日始ag→banaf善e（スミレ，女性名にも用いる），
　　n豆皿ag→nヨmo（手紙）、p百y日g→p委ye（槻・椅子などの脚），vab亘舳g／b邊h5nag→bah壷ne（言い

　　訳，口実），b互dag－b百de（葡萄酒）など。ちなみに，日本語の葡萄の語根に関して，．上調

　　（19891687－88）による次のように指摘がある。rシルクロードを経由して中国諾に入ったイ
　　ラン語については，改訂の必要がかねがねいわれているもの，Be正tholdL邊ufe正，
　　8，刀。’∫〃皿北邊，0〃皿e冊0o〃〃ゐ〃ゴ。刀邊施肋θ冴危‘orγo∫0方〃jm虹。皿加λ〃。加〃丘∫〃皿w〃ム
　　助θcゴ〃児』企r舳。ε‘o　C加〃｝就〃γo∫0山』〃冊施ゴ〃舳加帥♂戸roa口。ま8（Tho更ie1d　Mu畠eum

　　ofN日t皿ra1Hi昌tory，Cbioago，1919）が便利である。なお，日本語にまで流入したイラン語

　　で，容易にそれと分かるものに，たとえば．イチヂク（無花課〕：中期および現代ペルシア
　　語邊njir｛私注：ロシア語でinjh（HH澱Iip）という〕，ブドウく蒲桃または葡萄〕1中期ペルシ

　　ア語bヨdag．現代ペルシア語b畳de「ブドウ酒」などがある。」上鰯段の記述に付言すると，
　　恐らく現代ペルシア語のbヨdeはまず．同じイラン系の言語であるタジク語（長母音の蕎を
　　有しないことから）では「boda」に変化してから，シルクロ］ドを通して中国語では「pitao」，

　　韓国語ではFpodo」そして日本語では「bud51ブドウ」になっており，次第に意味が「ブト
　　ーウ酒」から「ブドウ」に変化してきたのであろうと思われる。実は『言書吾事大群輿』の説

　　の他，堀井による説もある。「葡萄＝ブドウ科の植物。中国語プータオ。西域から渡来した。
　　ギリシア語b6t正u昌から葡萄の二字で音訳したものか。」（堀井19941219’20）。この説の自

　　信のなさはともかく，音声学的にみて，ペルシア語語源の可能性がより高いのではないだ
　　ろうか。

ω前囲（19961346－353）『インド＝ヨーロッパ諸制度語彙集』によると、インド・ヨーロッパ諸
　　語においては，・捕虜・奴隷・他所者を指す語彙は他にもある。r集団の内部で生まれた自由
　　人に対して．他所者（．異人）｛ギリシア語x6〃。邊，ラテン語加眉舳〕が対置される。後者は，

　　私の客（ギリシア語且6皿。邊．ラテン語加卯舶）にもなるし，また戦争においてこれを捕虜・

　　とした場合は私の奴隷（ギリシア語邊∫肋皿〃δ勿5，ラテン語硯μ九蝸〕ともなる。異人で
　　ある以上，奴隷は必然的にインド＝ヨーロッパ諸語で，そして現代語においてさえ，外来語
　　　（ギリシア語ゴ。〃08，ラテン語鯛〃雌）もしくは異民族を指す名言司（フランス語
　　θ5c∫〃eく創〃。）によって示されている。」こ［ミール・バンヴ・・ニストによって書かれたこ

　　の作品では一（繭略）以上の合成語はいずれも捕虜を・捕えた様・予によって描き出している。

　　だが，それを示す言吾は他にもある。その例として、ここでは次のような語をあげておかな
　　ければならない．たとえば，吉代イラン語の加刀ぬ低目）やサンスクリット語の凸舳肋j刀で

　　ある。これらは捕虜を《縛られた》者として規定している．．．」という簡潔な記述がある前
　　田（1986＝348）。

刊　これに関しては，縄田（1989＝951）による次のような記述がある。「イスラーム文化史上，

　　イラン系学者，たとえば，イブン・スィーナ（アヴィセンナ1IbnSin亘，980・1038）．ビール
　　一二一（刮1－B…・ini）．ガザーリー（乱1－Gh目z蔓1…）などが，科学．哲学，神学などの諸分里予にお

　　ける著書をアラビア語で書・いたことは、イスラーム文化圏におけるアラビア語の学術語，
　　文化語．あるいは．国際語としての地位を如実に物語るものである、、ペルシア語もまたか
　　つて，このアラビア語に次ぐ重要な位一置をもち，今日より，その使用地域も広範にわたっ

　　ていた。中央アジアはもとより．インド・イスラーム諸王朝の公用語でもあった。特に，
　　インド・ムガール・朝（1525～ユ857〕の宮一廷語，公用語としても用いられてきたσ）で，二の地

　　域の歴史，文化の研究にとっては，ペルシア語の知識は不可欠である。」
宮〕『シャー・ナーメ』は出版により，若・＝Fの差があるにせよ，bandeの意味に関しては，r使
　用人・奴隷1目下の人物・神の創造物」あ意味で用いられた方が単数一人称の一謙譲　言碁r一下

　僕・小生・わたくし」の意味より月≡倒的に多いということには，いずれの場合も変わりがな

　い。また，『シャー・ナーメ』において，bandeの複数形であるbandeg蚕nという語彙も数
　多く用いられているが，いずれの場合もr使用人；目下の人物；一奴隷・神の創造物」を指し
　ている。
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o〕イスラーム以降のイランにおいて散文による最も重要且つ古い文学作品書わば．庭訓蕃の・一一

　つである。ほぼ925年前（1055年ごろ）書かれたとみられる『Q自bi昌n互皿e＝4一山ぷ1ミ』（カー

　　ブースの書〕。詳細に関して．黒柳（1980＝257’291）を参照。

lo〕ルーミーは現在アフガニスタンのバルフ（把alkh1き＾）で生まれ，言寺をペルシア語で詠み1現

　　代トルコで没（1207～1273）。生涯の大半をルーム（小アジア〕で過ごしたため・一般にル
　　ーミー／ルームの人）という名で知られているが，イランにおいてはモウラーナー（一われら
　　の剛・モウラヴィーと呼ばれる。イラン文学史上最高の神秘主義人で’あると奮われる。『シ
　　ャムセ・ダブリーズィー詩集』．『精神的マスナヴィー』，『ルーミー語録』などが彼σ）作品
　　として有名である。詳細に関して，黒柳（ユ9801188・220）やNicho王son（1950）幸参照。

　　ちなみに，1996年CoIem3nB帥k呂による流麗な翻訳をきっかけにルーミーの詩はアメリ
　　カを中心に欧米に著しいスピードで注目を浴びている。ルーミーの一誕生800年週と共に．
　　UNESCOは2007年をル］ミ］の年（TbeIlユte㎜日ti㎝a三Yo帥。fR皿mi）に名称することや，
　　インターネットでRumi’RO－miで検索するとほぼ600万以上も結果が出ることなどからも
　　その人気ぶりをみてとれる。これからさらに人気をよぶだろうと考えられる詩人である。
　　英語訳はいくつも存在するが，B蛆ksによる翻訳をみるにはBark昌（2007）を参照。
ll〕イランでは，ハーフィズ（ユ326頃～1390）は勧識人のみでなく，一般大衆からも最も愛唱され

　　ている詩人であると言われる。神秘主義掃情詩人であるハーフィズの詩集はあの名高いド
　　ィツのゲーテの『西東詩篇』に大きな影響を与えたことが有名である。詳細に関して，黒
　　柳（1980145・75）や高木（2006：77・86）を参照。

蜆〕ヒンディー語の敬語の詳細に関して．以下の文献を参照．
　　①Mehrot閉．N．R．1970．％r〃80∫〃』占〃ρ，Mo㎡舶。∫〃伽e舶舳㎡伽危〃〃。ル〃η4｝・

　　②Mi昌ra，K．S．1977．％r〃”〃〃〃珊肋d8θω〃d戸舳。皿〃。〃。皿』油ノロ醐身。加班刀㎡i

13〕ただし，アゼルバイジャン語・ペルシア語辞典では，rb3nd日1奴．隷；人間一般；こちら（謙

　　譲語）」　と記されている（Behz昼di1993＝328）。


